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全体構造として
仕事の流れが見えにくい
仕事の量の議論がなされていない
災害状況（規模，地域，季節，天候，曜日，

発生時間など）に応じて変化する
マニュアルになっていない
個別項目として
5W1H（ ６W２H、具体的なアクションの記述）

代替案の記述

時間別部署別の達成目標の欠如

個人の経験が組織に遺伝しない仕組み

災害対応業務を取り巻く
現状の問題点
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具体的には



多次元分析/評価機能
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災害対策本部長
市民部
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都市整備部
土木部
民生部
合計

主体・作業開始時間
から見た分析結果

作業開始時間 (hour)

対象組織

仕
事
量
（人
・日
）

合理的/客観的な
分析/評価が可能

地震後4日程度を境と

して仕事量が激減する

地震発生後6-24時間の対応に 関

する仕事量が少ない

（首都圏K市地域防災計画）

主体別の仕事量の
バランスが悪い

Y軸

X軸

Z軸



目的別/ユーザ別編集機能
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作業開始時間 (hour)

主体作業開始時間(hour) サービス

仕
事
量
（人
・日
） 医療救護

飲料水/食料/生活必需品の供給

災害救助法

市管理施設の応急対策

住宅対策

道路/交通対策

避難対策

輸送計画
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主体＝災害対策本部長

利用目的に応じて必要事項をリアルタイムに編集・分析

具体的な業務内容
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対象組織=ジュリアーニ市長で

データベースを編集
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利用目的に応じた
状況の追跡が可能

同時多発テロ事件分析例
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同時多発テロ事件分析例

全項目の時系列的変化が
同時に読み取れる

1-2日後

復興

各時間帯ごとに
同時進行している状況を把握



災害情報の収集
遺体の処理
消防
警備

避難対策
医療救護
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自
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年表データベース
分析結果②

住宅対策

飲料水の供給

避難対策

神戸市 兵庫県

阪神・淡路大震災分析例

Z軸

記
載
事
項
数

対象組織ごとに重点的に
やるべき項目がわかる
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災害発生後経過時間X軸
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災害復興住宅

住宅対策

阪神・淡路大震災分析例

Z軸

記
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項
数

全ての項目の時系列的
変化が読み取れる

応急仮設住宅

時間帯ごとの項目の構成と
項目数がわかる



災害発生後経過時間X軸

Y軸

サービス
内容

Z軸

仕
事
量
（人
・日
）

現行の防災マニュアルの
分析/評価

3日-1週間後

避難対策

現行防災マニュアルの
作業内容

過去の災害事例

1995

1995

1995

1995年01月23日（月） 兵庫県の避難者数ピーク（避難所数1153カ所、避難者数31万6678人）

詳細表示

比較/評価



現行防災マニュアルの
作業内容

過去の災害事例

1995

1995

1995

1995年01月23日（月） 兵庫県の避難者数ピーク（避難所数1153カ所、避難者数31万6678人）

更新/修正新規入力
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職
員
の
住
居
の
割
合

時間別参集人数

半壊被害職員の50％

被害を免れた職員

累積参集人数

半壊被害職員の50％

被害を免れた職員



様々な軸でマニュアルの編集



サービス内容

仕事数（個）

消防対策

消防

活動主体

対
応
の
明
記

編
集
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

仕事内容の一覧



必要職員数

累積参集職員数

活動主体

地震発生後経過時間(hour)

仕事量（人）

消防

2-3時間後

人員不足が予想される



活動主体

地震発生後経過時間(hour)

仕事量（人）

必要職員数

累積参集職員数

2-3時間後

消防

シ
ナ
リ
オ
を
変
化

マニュアルがシナリオに応じて変化

本部長


	情報共有システムで変わる�災害対応業務
	情報共有システムで変わる�災害対応業務
	情報共有システムで変わる�災害対応業務
	情報共有システムで変わる�災害対応業務
	情報共有システムで変わる�災害対応業務

